
東
京
の
夜
空
が
澄
ん
で
天
体
観
測
も
可
能
で
あ
っ
た
一
八
八
八
年
（
明
治
二
十
一
年
）
の
こ
と

麻
布
區
飯
倉
三
丁
目
（
現
・
港
区
麻
布
台
二
丁
目
）
に
東
京
天
文
台
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
跡
地
に
は
今
で
も
「
日
本
経
緯
度
原

点
」
を
示
す
十
字
の
金
属
標
が
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
全
国
の
国
土
測
量
の
基
準
点
と
な
っ
た
場
所
で
あ
る
。
こ
の
原
点
は
、
一
九

世
紀
末
の
一
八
九
二
年
（
明
治
二
十
五
年
）
に
、
陸
軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
に
よ
り
東
京
天
文
台
の
子
午
環
の
中
心
に
定
め
ら

れ
た
。
つ
ま
り
、
千
葉
県
鹿
野
山
の
一
等
三
角
点
な
ど
と
の
間
を
結
ん
で
三
角
測
量
を
す
る
と
い
う
、
本
格
的
な
国
土
測
量
が
始

め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
奇
し
く
も
、
こ
の
同
じ
地
点
で
天
文
・
地
文
と
い
う
垂
直
的
な
観
測
と
水
平
的
な
測
量
が
行
わ
れ
て

近
代
日
本
の
天
文
学
と
地
図
学
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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東
京
天
文
台
が
一
九
二
三
年
（
大
正
十
二
年
）
に
関
東
大
震
災
の
た
め
三
鷹
に
移
転
し
た
あ
と
、
こ
の
麻
布
飯
倉
の
国
有
地
は
、

東
京
帝
国
大
学
（
戦
後
は
東
京
大
学
）
理
学
部
天
文
学
教
室
に
転
用
さ
れ
た
。
こ
の
教
室
で
天
体
の
観
測
と
天
文
学
の
研
究
が
続

け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
地
元
で
は
こ
の
広
々
と
し
た
場
所
を
以
前
と
同
様
、「
天
文
台
」
と
呼
ん
で
い
た
。
都
心
に
近
い

麻
布
に
は
昔
、
大
名
の
江
戸
屋
敷
が
あ
り
、
そ
の
跡
地
は
各
国
の
大
使
館
に
な
っ
た
も
の
も
あ
る
。
だ
か
ら
、
今
で
は
国
際
色
豊

か
な
「
大
使
館
の
街
」
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
わ
が
実
家
の
西
隣
は
ロ
シ
ア
大
使
館
（
旧
ソ
連
大
使
館
、
佐
賀
鍋
島
家
の
屋
敷
跡)

。

私
の
一
族
は
代
々
飯
倉
六
丁
目
（
現
・
麻
布
台
二
丁
目
）
で
生
ま
れ
育
っ
た
。
戦
後
わ
が
家
は
栃
木
県
芳
賀
郡
市
塙
の
疎
開
先
か

ら
戻
り
、
飯
倉
の
Ｗ
家
や
旧
第
三
高
女
の
仰
光
寮
で
の
間
借
り
生
活
を
強
い
ら
れ
た
あ
と
、
旧
宅
の
焼
け
跡
に
平
屋
を
建
て
直
し
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手
前
に
日
本
経
緯
度
原
点
、
背
後
に
麻
布
台
ビ

ル
と
東
京
タ
ワ
ー
が
見
え
る
。
左
手
の
建
物
は

国
土
交
通
省
（
旧
建
設
省
）
狸
穴
分
室
。



て
移
り
住
ん
だ
。「
天
文
台
」
は
実
家
の
前
の
凹
凸
道
の
突
き
当
り
に
あ
っ
た
。
そ
れ
が
私
の
「
天
文
台
」
詣
で
の
始
ま
り
で
あ

る
。当

時
「
天
文
台
」
に
は
、
空
襲
で
焼
け
落
ち
た
建
物
の
瓦
礫
が
無
造
作
に
放
置
さ
れ
、
焼
夷
弾
が
落
ち
た
と
こ
ろ
に
は
大
き
な

水
溜
り
が
で
き
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
戦
後
の
一
時
期
、
焼
け
跡
が
残
る
構
内
に
は
木
造
平
屋
の
コ
の
字
型
教
室
棟
や
天
体
望
遠

鏡
が
設
置
さ
れ
た
観
測
台
が
あ
り
、
一
戸
だ
け
あ
っ
た
官
舎
に
は
藤
田
良
雄
教
授
の
家
族
が
住
ん
で
い
た
。
藤
田
家
に
は
子
ど
も

が
三
人
い
て
、
い
つ
も
よ
く
一
緒
に
遊
ん
で
い
た
。
そ
の
よ
し
み
で
天
体
望
遠
鏡
を
覗
く
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
子
ど
も
の
肉
眼
で

見
て
い
た
小
さ
な
満
月
が
、
天
体
観
測
用
の
望
遠
レ
ン
ズ
を
通
し
て
観
る
と
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
よ
り
も
大
き
く
見
え
た
。

こ
の
高
台
か
ら
は
、
東
京
湾
に
停
泊
す
る
大
型
船
舶
や
冬
に
は
冠
雪
し
た
富
士
山
も
遠
望
で
き
た
。
広
い
構
内
に
目
を
や
る
と
、

浅
い
池
も
あ
っ
た
。
カ
エ
ル
が
棲
み
、
ア
メ
ン
ボ
ー
や
ゲ
ン
ゴ
ロ
ー
が
泳
ぎ
、
ト
ン
ボ
や
チ
ョ
ウ
チ
ョ
も
飛
ん
で
き
た
。
ク
ロ
ー

バ
ー
（
白
詰
草
）
が
一
面
に
被
う
原
っ
ぱ
に
は
、
バ
ッ
タ
や
カ
マ
キ
リ
が
跳
び
は
ね
、
元
気
に
遊
び
回
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ

っ
た
。
女
の
子
た
ち
は
、
白
い
ク
ロ
ー
バ
ー
で
髪
飾
り
や
腕
飾
り
を
編
み
、「
レ
ン
ゲ
の
う
た
」
の
わ
ら
べ
唄
を
歌
い
な
が
ら
輪

あ
そ
び
を
楽
し
ん
で
い
た
。

ひ
い
ら
い
た
、
ひ
い
ら
い
た

な
ん
の
花
が
ひ
い
ら
い
た

レ
ン
ゲ
の
花
が
ひ
い
ら
い
た

ひ
い
ら
い
た
と
思
っ
た
ら
、
い
つ
の
ま
に
か
つ
う
ぼ
ん
だ

他
方
、
男
の
子
た
ち
は
ク
ロ
ー
バ
ー
の
花
を
絡
ま
せ
て
引
っ
張
り
合
う
草
相
撲
に
興
じ
た
。
西
や
北
の
隣
地
に
近
い
と
こ
ろ
に
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は
、
ケ
ヤ
キ
が
高
く
伸
び
、
木
イ
チ
ゴ
の
よ
う
な
潅
木
が
茂
っ
て
い
た
。
南
面
の
雑
木
林
の
向
う
に
は
ス
リ
ル
満
点
の
急
な
崖
や

ほ
の
暗
い
洞
穴
ま
で
あ
っ
た
か
ら
、
腕
白
者
に
は
木
の
ぼ
り
や
探
検
ご
っ
こ
が
で
き
る
格
好
の
遊
び
場
で
あ
っ
た
。
正
月
に
は
凧

揚
げ
に
興
じ
、
春
に
は
ツ
ク
シ
摘
み
を
し
、
夏
に
は
セ
ミ
を
追
い
か
け
、
木
イ
チ
ゴ
を
採
っ
て
は
口
に
ほ
う
ば
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
十
年
）
頃
に
は
天
文
学
教
室
が
他
所
へ
移
転
し
、
こ
の
高
台
は
関
東
地
方
財
務
局
の
管
理
下

に
置
か
れ
た
が
、
し
ば
ら
く
は
空
き
地
同
然
で
あ
っ
た
。
古
い
木
造
教
室
や
天
体
観
測
用
の
小
屋
は
朽
ち
る
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。

だ
か
ら
、「
天
文
台
」
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
無
類
の
遊
び
場
で
あ
り
続
け
た
。
彼
ら
は
自
由
に
跳
び
は
ね
、
走
り
回
っ
た
。

原
っ
ぱ
も
以
前
同
様
、
常
緑
の
ク
ロ
ー
バ
ー
で
被
わ
れ
た
自
然
の
し
と
ね
で
あ
っ
た
。
大
人
に
と
っ
て
も
子
ど
も
に
と
っ
て
も
、

こ
こ
は
す
ば
ら
し
い
見
晴
台
で
あ
っ
た
。
朝
日
の
出
る
方
角
に
は
東
京
湾
の
海
面
が
銀
色
に
輝
き
、
夕
焼
け
空
の
下
に
は
秀
麗
富

士
が
灰
色
に
沈
ん
で
い
っ
た
。
南
の
崖
か
ら
は
、
三
田
の
東
京
済
生
会
病
院
や
慶
応
義
塾
大
学
が
指
乎
の
間
に
見
え
た
。
眼
下
の

国
道
一
号
線
を
走
る
車
の
数
は
、
今
よ
り
も
は
る
か
に
少
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
六
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
に
は
都
心
の
再
開
発
が
急
速
に
進
ん
だ
。
こ
の
土
地
に
は
麻
布
台
ビ
ル
二
棟

（
ラ
ジ
オ
関
東
﹇
現
・
ラ
ジ
オ
日
本
﹈
や
全
国
地
方
競
馬
協
会
な
ど
が
入
居
）
と
中
央
官
庁
合
同
会
議
所
（
建
設
省
分
室
を
含
む
）

が
建
て
ら
れ
、
す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
た
。
芝
公
園
に
作
ら
れ
た
東
京
タ
ワ
ー
（
一
九
五
八
年
十
二
月
完
成
）
も
す
で
に
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
都
心
に
近
い
国
有
地
に
残
っ
て
い
た
自
然
も
ま
た
た
く
間
に
失
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
あ
れ
か
ら
四

十
数
年
。
こ
の
二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
十
一
年
）
に
は
改
築
の
結
果
、
中
央
官
庁
合
同
会
議
所
が
、
鉄
格
子
で
囲
ま
れ
た
駐
日
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
大
使
館
（
次
頁
上
の
写
真
）
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
だ
か
ら
、
も
は
や
近
所
の
住
民
が
自
由
に
立
ち
入
る
こ
と
が

で
き
な
い
治
外
法
権
の
場
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

あ
の
「
天
文
台
」
の
高
台
か
ら
は
、
と
う
に
東
京
湾
や
富
士
山
の
眺
め
も
失
わ
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
が
遊
ん
だ
池
も
原
っ
ぱ
も
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崖
も
洞
穴
も
な
い
。
天
体
望
遠
鏡
を
覗
い

た
遠
い
思
い
出
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
北

隣
に
あ
っ
た
穂
積
重
遠
邸
の
跡
地
に
は

｢

麻
布
台
タ
ワ
ー｣

と
称
す
る
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
設
さ
れ
た
。
西
隣
に
あ
っ
た
旧
満

鉄
倶
楽
部
の
土
地
は
ア
メ
リ
カ
ン
ク
ラ
ブ

が
所
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
無
機
質
な

ビ
ル
が
二
棟
が
建
て
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
二

棟
も
二
〇
〇
八
年
に
は
解
体
さ
れ
て
、
麻

布
二
丁
目
計
画

(

設
計
・
三
菱
地
所)

が

進
行
中
で
あ
る
。
こ
の
近
辺
に
は
、
高
層

の
マ
ン
シ
ョ
ン
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
林
立
し
、
人
工
的
な
空
間
が
広
が
る
ば
か
り
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
頭
に
霜
を
頂
く
歳
に
な

っ
た
私
に
と
っ
て
は
、
あ
の
広
々
と
し
た
緑
の
高
台
は
今
で
も
唯
一
無
二
の
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
で
あ
り
、
過
ぎ
去
っ
た
子
ど
も
時

代
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
と
し
て
、
と
き
お
り
脳
裏
に
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
る
。

日
本
経
緯
度
原
点
が
残
る
「
天
文
台
」
跡
地
こ
そ
、
近
代
日
本
の
天
文
学
と
地
図
学
の
原
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
わ
が
個

人
史
の
原
点
で
も
あ
る
。
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1958年頃天文学教室前で遊ぶ幼な子

2008年完成の駐日アフガニスタン大使館


